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Keywords

ビデオクリップ / 空間図形の論証 / データベース化

Research Abstract

(1)3学年選択数学での実践 
空間図形の論証に慣れていない⽣徒に,「なぜそうなるのか」を考えさせ,それを⼈に分かりやすく発表することができる⽣徒を育成するために,空間図形の性質を説明する課題を設け,本研
究では,模型を使って⽣徒に説明を考えさせ,模型を⾊々な⾓度から撮影したり,操作をともなった説明をビデオクリップ化し,あとで全体にフィードバックすることによって,⽣徒の空間認識
⼒の向上と,発表への意欲の向上を⽬指した。実際,⽣徒は,模型を使って「話す」ことによる説明を繰り返し,他の⽣徒の説明をビデオクリップで⾒て説明の参考にしたり,図を分かりやすく
書くことの参考にすることで,徐々に,レポートを「書く」ことによる説明ができるようになっていった。最初,⽣徒は空間図形のレポートを書くことに嫌悪感を⽰し,そのレポートも図が分
かりにくいものであったが,最後には,レポートを進んで書くことができ,図もきちんとしており,⾊なども使いながら分かりやすいレポートに仕上げることができていた。また,そのレポート
はスキャナーで読み込んでカラープリンターで打ち出し,みんなでフィードバックしたり,⽂化祭で発表したりすることで,さらなる意欲に結びつけることができた。本実践は,数学教育論⽂
発表会で発表を⾏った。 
(2)3年必修数学での実践 
年間通じての発表は⾏えなかったが,町で⾒つけた相似な図形をスケッチし,それをデータベース化した。また,その様⼦をビデオ撮りしたものをビデオクリップ化し,それらを合わせて「私
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の⾒つけた相似の法則」発表会を⾏った。⽣徒はなぜそれらの図形が相似になっているか,活発に議論を⾏った。その後,三⾓形の相似条件のみならず,四⾓形や空間図形の相似条件を⾃分
たちで考える意欲につながっていた。

2007[Journal Article] 他教材との関連を重視した⽴体の切断の指導に関する研究 
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